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私
達
の
虎
姫
高
等
学
校
は
来
年
、2
0
2
0
年（
令
和

2
年
）に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。1
9
2
0
年

（
大
正
9
年
）に
現
在
の
地
で
虎
姫
中
学
校
と
し
て
開
校

し
、戦
後
の
1
9
4
8
年（
昭
和
23
年
）に
新
制
高
等
学

校
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
11
月
7
日（
土
）に
は
1
0
0
周
年
を
記

念
し
、本
校
体
育
館
に
お
い
て「
虎
姫
高
校
創
立
1
0
0

周
年
記
念
式
典
」を
在
校
生
を
交
え
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
末
か
ら
姉
水
会
・
P
T
A
・
振
興
会
・
学
校
評
議
員
・
教
職
員
の
代
表
の
方
々
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た「
創
立
百
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」

を
、昨
年
3
月
正
式
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

1
0
0
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、2
年
前
の
総
会
で「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
建
て
替
え
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。来
年
の
記
念
式
典
ま
で
に
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
完
成
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
が
、複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
た
里
道
等
の
整
理
が
や
っ
と
完
了
し
、建
て
替
え
の

目
途
が
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
、備
品
等
の
設
置
も

行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、今
回
の
事
業
で
は
、『
モ
ノ
だ
け
で
な
く
コ
ト
を
』と
い
う
趣
旨
の
も
と
、生
徒
へ

の
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。虎
高
は
、平
成
24
年
、文
科
省
よ

り
S
S
H（
ス
ー
パ
ー　

サ
イ
エ
ン
ス　

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）の
指
定
校
に
認
定（
滋
賀
県
の

公
立
校
で
は
膳
所
・
彦
根
東
高
と
虎
高
の
3
校
だ
け
）さ
れ
て
い
ま
す
。S
S
H
と
は
、高

等
学
校
に
お
い
て
先
進
的
な
理
数
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
と
の
連
携
で
共
同

研
究
等
を
行
い
、将
来
の
科
学
者
や
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

さ
ら
に
、今
年
新
た
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
I
B
）に
虎
姫
高
校
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

公
立
高
校
で
は
関
西
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
は
、当
初
、世
界
各
国
か
ら
人
が
集
ま
る
国
際
的
な
機
関
や
外
交
官

（
ス
イ
ス
が
発
祥
地
）の
子
供
た
ち
に
、母
国
で
の
大
学
進
学
の
た
め
の
資
格
を
与
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
、世
界
で

活
躍
で
き
る
資
質
と
能
力
を
持
っ
た
人
材
育
成
の
た
め
に
文
科
省
が
推
進
し
て
い
る
も
の

で
、世
界
で
1
4
0
以
上
の
国
と
地
域
、４
、０
０
０
以
上
の
大
学
で
の
入
試
に
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。日
本
で
は
2
0
1
8
年
に
2
0
0
校
導
入
目
標
の
と
こ
ろ
38
校
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
が
、米
国
の
ボ
ス
ト
ン
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虎
姫
高
校
で
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
来
年
度
か
ら
1
学
年
で

最
大
20
人
の
生
徒
が
入
学
し
て
き
ま
す
。そ
こ
で
奨
学
金
制
度
を
つ
く
り
、そ
う
い
っ
た

生
徒
の
応
援
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
準
備
を
始
め
ま
し
た
。現
在「
創
立
百
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
」の
皆
様
に
よ
っ
て「
姉
水
会
奨
学
金
制
度
」立
ち
上
げ
の
た
め
、さ
ま

ざ
ま
な
案
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、今
秋
に
は
発
足
で
き
る
予
定
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
こ
れ
か
ら
色
々
と
お
願
い
に
あ
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
節
は
ど
う

か
母
校
の
後
輩
の
将
来
の
た
め
、ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
案
内
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
例
年
7
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
姉
水
会
の
総
会
を

今
年
は
令
和
元
年
9
月
29
日（
日
）に
ホ
テ
ル
&
リ
ゾ
ー
ツ
長
浜（
旧
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
）に
て
行
い
ま
す
の
で
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

開
校
1
0
0
年
を
迎
え
て

 

姉
水
会
会
長　

大　

塚　

敬
一
郎
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2019年度 姉水会役員（敬称略）

役　職 氏　名 卒回
会　　長 大塚敬一郎 高 17
副 会 長 笹原那智子 高 15

橋本　圭祐 高 17
関谷　松男 高 20
沢田　昌宏 高 28
宮島　正典 高 37

顧　　問 長谷川隆男 高 3
（東京姉水会会長） 前川　一郎 高 7
（前会長） 木下　善正 高 14
（長浜姉水会会長） 野田　藤雄 高 16
（県庁姉水会会長） 浅見　孝円 高 30
（大阪姉水会会長） 根尾　　昇 高 28
（校長） 梅本　剛雄 高 32
監　　事 本城　善男 高 18

鈴木富美代 高 28
理　　事 瀬邊　　勧 高 2

村田　　洋 高 14
大橋香代子 高 18
速水　敏行 高 18
清水　　実 高 20

（東京姉水会事務局長） 篠原　新衛 高 21
中川　　勇 高 22
北田　康隆 高 23
坂井　久泰 高 26
河﨑　仁美 高 30
清水　金幸 高 31
廣部宇一郎 高 36
馬場　鋭州 高 42

（大阪姉水会事務局長） 川田　昌史 高 48

姉水会 校内役員
役　職 氏　名 卒回

教　　頭 　大道敏喜雄
事 務 長 　堤　喜久美
総　　務 ○篠宮　寿夫 高 32

（百周年事務局） ○南部　康弘 高 37
○菅原　信章 高 38
　鈴木　泰子 高 42
　松山　沙織 高 50
　高橋　英樹 高 56

（会　計） 　宮田　崇弘 高 60
（会　計） 　上杉　真代 高 62

　五十嵐　聡 高 64
　奈須　祐亮 高 64

会　　報 ○岩﨑　俊裕 高 34
○塚田　　豊 高 38
　川瀬　千津 高 43
　富岡　正臣 高 45

（記念誌） 　北川あさ子 高 31
（記念誌） 　吉田　晴洋 高 36
（記念誌） 　杉本　智子 高 46
（記念誌） 　川村　洋輔 高 58
会員名簿 ○宮部　睦美 高 49

　虎頭　良裕 高 28
　山根　孝子 高 46

姉水会館 ○澤村　祥太 高 53
　徳原　真也 高 63
　冨岡　奈央 高 63

　

姉
水
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
は
本
校
教
育

の
発
展
の
た
め
に
、
多

大
な
ご
支
援
や
ご
協
力

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
こ
の
四
月
に
本
校
に
校
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
本
校
の
第
三
十
二
回
生
で
、
ま
た
、
平
成
三
年

度
か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
十
三
年
間
、
教
諭
と
い
う
立

場
で
教
鞭
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
母
校
で
の
学
校
生

活
は
本
年
度
で
十
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。
教
員
生
活
で

は
十
三
年
間
と
も
担
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

素
晴
ら
し
い
先
生
方
や
、
生
徒
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

今
も
そ
の
経
験
は
私
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

も
、
い
つ
も
朗
ら
か
に
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
く
れ

る
生
徒
と
、
情
熱
に
あ
ふ
れ
た
教
員
（
実
は
こ
の
中
に

は
私
が
当
時
担
任
を
し
ま
し
た
先
生
も
お
ら
れ
ま
す

が
）
に
囲
ま
れ
、
非
常
に
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
亡
き
父
も
本
校
の
旧

制
虎
姫
中
学
校
時
代
の
卒
業
生
で
、
姉
水
会
で
皆
様
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
父
が
私

の
ま
だ
幼
い
こ
ろ
、
私
を
寝
か
し
つ
け
る
た
め
に
よ
く

歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
歌
が
子
守
歌
で
は
な

く
、
本
校
の
校
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
入
学
前
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
校
歌
紹
介
で
知
り
、
と
て
も
驚

い
た
こ
と
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
校

は
大
正
九
年
に
県
立
虎
姫
中
学
校
開
校
以
来
、
来
年
度

で
百
周
年
を
迎
え
、
こ
の
間
卒
業
生
の
数
も
二
万
名
を

超
え
、
国
内
外
に
お
い
て
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
素

晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
変
素
晴
ら
し

い
学
校
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
校
で
、
私
の
よ

う
な
も
の
が
無
事
に
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
不
安
ば
か
り
で
す
が
、
今
ま
で
い
た
だ
い
た
お
出
会

い
に
改
め
て
感
謝
し
、
精
一
杯
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、「
百
周
年
記
念
式
典
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来

年
度
十
一
月
七
日
に
開
催
予
定
で
、
現
在
「
創
立
百
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
て
い
た
だ
き
、

校
内
外
の
連
携
を
深
め
、
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
こ
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、
こ
こ
で
本
校
の
現

状
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
私
は
伝
統
と
は
し
っ
か

り
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
し
く
創
造
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
質
実
剛
健

の
校
風
の
下
に
真
に
実
力
を
持
ち
、
我
が
国
の
発
展
と

国
際
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
」

と
い
う
教
育
目
標
の
下
、
様
々
な
教
育
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
指
定
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
事
業
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
で
は
、
今
年
度
第
二
期
の
中

間
に
あ
た
る
三
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
第
二
期
で
は
、

第
一
期
の
取
り
組
み
を
よ
り
拡
充
・
深
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
三
月
十
九
日
に
は
、
五
年
間
の
研

究
が
実
り
、「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
ワ
ー
ル
ド
ス

ク
ー
ル
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
Ｉ
Ｂ
と
は
、
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
が
提
供
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
を
与
え
、

大
学
進
学
へ
の
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
も
の
で
、
西
日
本
の
国
公
立
高
校
と
し
て
は
初

の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
有
数
の
進
学
校
で
あ
る

本
校
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
ま
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
な
ど
、
従
来
実

施
し
て
い
る
教
育
活
動
と
連
携
・
統
合
を
図
り
、
よ
り

一
層
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
、
滋
賀
県
そ
し
て
こ
の
湖

北
か
ら
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
問
題
が
深
刻
で
あ
り
、

こ
の
湖
北
の
地
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
の

あ
る
長
浜
市
を
例
に
挙
げ
ま
す
と
、
毎
年
人
口
が
数
百

人
ず
つ
減
少
し
、
高
齢
化
率
も
約
二
十
八
％
に
上
り
、

地
域
再
生
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
世
界
を
視
野
に

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
と
と
も
に
、
地
域
を
愛
し
、
支

え
る
と
い
う
視
点
を
持
っ
た
、
た
く
ま
し
く
心
優
し
い

人
材
の
育
成
は
本
校
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
皆
様
方
が
実
践
さ

れ
て
き
ま
し
た
「
文
武
両
道
」
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、

学
習
の
み
な
ら
ず
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
地
域
活
動

等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
に
は
、

運
動
部
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
す
る
ほ
か
、
多
く
の
部
活
動
が
近
畿
大
会
等
の
上

位
大
会
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
文
化
部
で
も
囲
碁
・

将
棋
部
や
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
の
全
国
大
会
出
場
や
、
新
聞
部
が

全
国
総
合
文
化
祭
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
ま
た
長
浜
の
良

さ
を
高
校
生
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
長
浜
市
企
画
の

「
高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
、「
質
実
剛
健
」
の
校
風
の
も
と
校
歌
に

あ
る
「
独
立
自
尊
」、「
方
円
自
在
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
高
い
夢
や
理
想
を
持
ち
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
・

学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
母
校
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご

挨

拶 

校　

長　
　

梅　

本　

剛　

雄
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滋賀県立虎姫高等学校     創立百周年記念事業実行委員会

虎姫高校　創立百周年記念式典

実行委員長 企画委員 募金部会 校内募金部会
　大塚敬一郎 姉水会会長 実行副委員長 ◎宮島　正典 姉水会副会長 　瀬邊　　勧 姉水会理事 　茂森　勇人 元振興会会長 　篠宮　寿夫 部会校内代表

　沢田　昌宏 姉水会副会長 　笹原那智子 姉水会副会長 　村田　　洋 姉水会理事 　藤居　　敏 元振興会会長

準備副委員長 　大橋　延行 振興会会長 　沢田　昌宏 姉水会副会長 　大橋香代子 姉水会理事 　常陸　和宏 元振興会会長 　本校教職員
　沢田　昌宏 姉水会副会長 　前嶌　　誠 ＰＴＡ会長 　関谷　松男 姉水会副会長 　速水　敏行 姉水会理事 　押谷喜美子 元振興会会長

　大橋　延行 振興会会長 　梅本　剛雄 校長 　橋本　圭祐 姉水会副会長 　清水　　実 姉水会理事 　中川　政典 元振興会会長

　前嶌　　誠 ＰＴＡ会長 姉水会副会長 　野田　藤雄 長浜姉水会会長 　篠原　新衛 姉水会理事 　吉田　和生 元学校評議員

　梅本　剛雄 校長 　笹原那智子 姉水会副会長 　浅見　孝円 県庁姉水会会長 　中川　　勇 姉水会理事 　中西　恭子 元学校評議員

　橋本　圭祐 姉水会副会長 　根尾　　昇 大阪姉水会会長 　坂井　久泰 姉水会理事 　大橋　延行 振興会会長

顧問 　関谷　松男 姉水会副会長 　前川　一郎 東京姉水会会長 　河﨑　仁美 姉水会理事 　前嶌　　誠 ＰＴＡ会長

　野田　藤雄 長浜姉水会会長 　宮島　正典 姉水会副会長 　長谷川隆男 姉水会顧問 　清水　金幸 姉水会理事

県庁姉水会会長 校内事務局 　木下　善正 姉水会顧問 　廣部宇一郎 姉水会理事

　根尾　　昇 大阪姉水会会長 　大道敏喜雄 教頭 　中川　　正 長浜姉水会副会長 　馬場　鋭州 姉水会理事

　前川　一郎 東京姉水会会長 　堤　喜久美 事務長 　松居　慶浩 長浜姉水会副会長 　川田　昌史 姉水会理事

　長谷川隆男 姉水会顧問 　南部　康弘 事務局長 　篠宮　寿夫 部会校内代表

　木下　善正 姉水会顧問 　篠宮　寿夫 校内代表 校内記念事業部会
　中沢　成晃 歴代校長 　岩﨑　俊裕 校内代表 記念事業部会 　南部　康弘 部会校内代表

　西坂　重和 歴代校長 　塚田　豊 校内代表 ◎橋本　圭祐 姉水会副会長 　大橋香代子 姉水会理事

　大野木勇夫 歴代校長 　茂森　勇人 元振興会会長 　清水　　実 姉水会理事 　本校教職員
　今宿　　等 歴代校長 　藤居　　敏 元振興会会長 　坂井　久泰 姉水会理事

　西嶋　博純 歴代校長 　大橋　延行 振興会会長 　河﨑　仁美 姉水会理事

　武友　建史 歴代校長 　南部　康弘 部会校内代表 　馬場　鋭州 姉水会理事

　藤居　　毅 歴代校長 校内記念誌部会
　三上　保彦 歴代校長 記念誌部会 　岩﨑　俊裕 部会校内代表

◎沢田　昌宏 姉水会副会長 　瀬邊　　勧 姉水会理事

監査 　押谷喜美子 元振興会会長 　米田　喜幸 姉水会理事 　本校教職員
　本城　善男 姉水会監事 　中川　政典 元振興会会長 　村田　　洋 姉水会理事

　鈴木冨美代 姉水会監事 　岩﨑　俊裕 部会校内代表 　篠原　新衛 姉水会理事

　伊吹　宗人 ＰＴＡ監査 校内記念式典部会
　下司　早苗 ＰＴＡ監査 記念式典部会 　塚田　　豊 部会校内代表

◎関谷　松男 姉水会副会長 　速水　敏行 姉水会理事

　吉田　和生 元学校評議員 　中川　　勇 姉水会理事 　本校教職員
　中西　恭子 元学校評議員 　清水　金幸 姉水会理事

　前嶌　　誠 ＰＴＡ会長 　廣部宇一郎 姉水会理事

　塚田　　豊 部会校内代表 　川田　昌史 姉水会理事

平
成
三
十
年
度 

「
姉
水
会
総
会
」報
告

　

平
成
三
十
年
度
姉
水
会
総
会
は
、
昨

年
七
月
二
十
九
日（
日
）十
六
時
よ
り「
ホ

テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
長
浜
」（
旧
長
浜
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
）に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
七
十
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
諸

先
輩
方
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
大
塚

敬
一
郎
姉
水
会
会
長
（
高
17
）、
虎
姫
高

校
三
上
保
彦
校
長
（
高
29
）
に
ご
挨
拶

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
副
会
長

の
ご
紹
介
と
「
東
京
姉
水
会
」
か
ら
頂

戴
し
ま
し
た
お
祝
い
金
の
ご
披
露
の
あ

と
、
議
事
に
入
る
に
あ
た
り
、
議
長
に

沢
田
昌
宏
姉
水
会
副
会
長
（
高
28
）
を

選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沢
田
議

長
の
議
事
進
行
で
、
ま
ず
協
議
事
項
一
・

二
と
し
て
「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
」
と
「
平
成
二
十
九
年
度
決
算
報
告
・

監
査
報
告
」
が
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。次
に
協
議
事
項
三
と
し
て
、

虎
姫
高
校
三
上
保
彦
校
長
よ
り
「
虎
姫

高
校
創
立
百
周
年
に
向
け
て
」
が
提
案
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
下
記
の
通
り

姉
水
会
を
母
体
と
し
て
、
虎
姫
高
校
の
関
係
者
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
「
創
立
百
周
年
記

念
事
業
準
備
委
員
会
」
が
発
足
し
た
こ
と
、「
創
立
百
周
年
記
念
式
典
」
を
令
和
二
年
（
二

〇
二
〇
年
）
十
一
月
七
日
（
土
）
午
後
に
虎
姫
高
校
体

育
館
に
て
挙
行
予
定
で
あ
る
こ
と
、
主
な
記
念
事
業
と

し
て
財
団
法
人
（
現
在
申
請
中
）
を
母
体
と
し
た
奨
学

金
事
業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
提
案
・
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
提
案
・
報
告
は
満
場
の
拍
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
事
務
局
】

※ 

創
立
百
周
年
記
念
事
業
「
準
備
委
員
会
」
は
平
成
三

十
一
年
四
月
よ
り
「
実
行
委
員
会
」
に
名
称
を
変
更

い
た
し
ま
し
た
。

※ 

百
周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日時 ： 令和２年（2020年）11月７日（土）午後
場所 ： 滋賀県立虎姫高等学校　体育館
内容（予定）	百周年記念式典と記念講演および祝賀会
※詳しくは2020年７月発行予定の会報「姉水」にてご案内いたします。
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虎
中
最
後
で
、
虎
高
1
回
卒

　

私
た
ち
は
虎
中
24
回
卒
・
虎
高
１
回
卒
で
あ
る
か

ら
、
自
分
た
ち
の
同
級
会
の
こ
と
を
、
短
く
し
て

「
24
・
１
回
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
昭
和
18
年
１
６
５

名
が
滋
賀
県
立
虎
姫
中
学
校
に
入
学
し
、
旧
制
で
5

年
制
だ
っ
た
か
ら
、
昭
和
23
年
に
卒
業
し
た
。
そ
の

年
の
５
月
頃
、
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
度
の
高
等
学

校
が
発
足
し
た
。
同
級
生
の
内
の
46
名
が
希
望
に
よ

り
虎
姫
高
校
3
年
に
編
入
学
し
、
虎
高
１
回
生
と
し

て
卒
業
し
た
の
だ
っ
た
。
実
は
、
22
名
は
地
域
制
の

た
め
、
滋
賀
県
立
長
浜
北
高
等
学
校
に
編
入
と
な
り
、

北
高
１
回
生
と
し
て
卒
業
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
過

渡
期
で
や
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け

で
、「
虎
中
24
回
卒
・
虎
高
１
回
卒
」
と
い
う
よ
う
な

や
や
こ
し
い
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
級
生
の
中
に
は
、
中
学
１
年
で
、
陸
軍
幼
年
学

校
に
入
学
し
た
も
の
も
お
れ
ば
、
中
学
３
年
途
中
か

ら
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）
と
し
て
入
隊

し
た
も
の
も
い
た
。
都
会
か
ら
の
疎
開
で
編
入
し
て

く
る
も
の
も
あ
り
、
１
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
は
65
名
に

達
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
教
員
は
次
々
と
徴
兵
召
集

さ
れ
、
ク
ラ
ス
増
な
ど
及
び
も
つ
か
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
陸
軍
士
官
学
校
や
海
軍
兵
学
校
に

合
格
が
決
ま
っ
た
生
徒
は
、
何
の
資
格
も
な
し
に
、

低
学
年
の
教
科
指
導
者
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
の
で

あ
る
。
敦
賀
連
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
血
気
盛
ん
な
若

い
配
属
将
校
は
学
校
経
営
を
大
き
く
左
右
す
る
権
限

を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小
生
の
記
憶
で
は
、

当
時
の
「
喜
多
少
尉
」
は
23
歳
だ
っ
た
。
現
在
で
は

健
心
館
と
呼
ば
れ
て
い
る

剣
道
場
は
軍
事
工
場
と
な

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
フ

ロ
ア
ー
に
旋
盤
や
フ
ラ
イ

ス
盤
が
設
置
さ
れ
た
。
運

動
場
は
全
面
を
掘
り
起
こ

し
て
薩
摩
芋
が
作
付
け
ら

れ
る
ほ
ど
の
食
糧
難
だ
っ

た
。
何
を
食
べ
て
い
た
の

か
山
椒
魚
は
元
気
だ
っ
た
。

浅
井
町
の
「
ふ
く
ら
の
森
」

の
開
墾
、
農
家
へ
の
勤
労

奉
仕
、
米
原
内
湖
の
干
拓

工
事
な
ど
、
今
思
い
出
せ

ば
、
全
く
異
常
な
学
校
生

活
だ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
母
校
に
対
す
る

思
い
は
一
入
な
も
の

が
あ
る
。

　

卒
業
し
て
25
年
目

の
昭
和
48
年
か
ら
5

年
目
ご
と
に
、
平
成

10
年
か
ら
は
毎
年
同

級
会
を
実
施
し
て
き

た
。
80
歳
に
な
り
、

20
回
目
を
以
っ
て
全

体
の
会
は
一
応
終
了

す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
は
、
今

ま
で
の
各
回
で
幹
事

役
を
や
っ
て
く
れ
た
地
元
在
住
者
だ
け
で
毎
年
10
月

15
日
と
決
め
て
、
集
ま
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
15
名

程
度
に
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
全
員
が
出
席

し
て
く
れ
て
い
る
。
中
に
は
遠
方
よ
り
の
参
加
も
あ

れ
ば
、
付
き
添
い
付
き
の
参
加
、
車
椅
子
で
の
参
加

も
あ
り
、
と
い
う
按
配
で
あ
る
。

　

今
年
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
通
算
す
る
と
28

回
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
く
も
続
い
た
も
の
だ

と
も
思
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
会
長
を
引
き
受
け
て
く

れ
て
い
る
雨
森
正
高
君
と
事
務
局
を
続
け
て
く
れ
た

中
原
清
雄
君
（
一
昨
年
10
月
逝
去
）
の
二
人
の
人
徳
、

熱
意
に
加
え
て
、
物
心
両
面
の
支
援
を
頂
い
て
い
る

こ
と
が
大
き
い
の
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
年
2
月
半
ば
に
雨
森
君
と
２
人
で
母
校
を
訪
ね
、

「
姉
水
会
」
担
当
の
篠
宮
寿
夫
先
生
（
32
回
卒
）
に
お

目
に
か
か
り
、
思
い
出
話
を
弾
ま
せ
て
い
た
。
そ
の

折
に
、「
と
こ
ろ
で
」
と
『
姉
水
』
の
原
稿
用
紙
を
頂

く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
拙
い
稿
を
書
か
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。�

富
永　

八
郎

  

高
校
第
９
回
卒
業
生
同
窓
会

　

平
成
30
年
６
月
４
日
グ
ラ
ン
パ
レ
ー
京
岩
に
て
７

回
目
の
虎
姫
高
校
第
９
回
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
直
前
に
米
原
・
草
津
間
で
人
身
事
故
が
あ
り
、

電
車
が
止
ま
っ
て
、
開
催
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
定
刻
に
開
催
さ
れ

胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
姉
水
会
横
断
幕
と
第
９
回
卒
業
の
特
製

校
章
入
り
看
板
を
掲
げ
て
玄
関
前
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
部
屋
に
入
り
、
物
故
者
（
判
明
し
て
い
る
の
は

48
名
）
に
黙
祷
を
捧
げ
、
校
歌
斉
唱
。
幹
事
長
挨
拶

の
順
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
挨
拶
で
は
、
再
来
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
、
姉
水
会
は
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
を
報
告
し
、
配
っ
た
冊
子
の
今
回

の
テ
ー
マ
は
、
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
、
平
均
余
命

に
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
人
は
、
最
近
の
推
定
で
は
平
均
寿
命
は

男
性
、
女
性
と
も
日
本
一
、
健
康
寿
命
も
日
本
一
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　

我
々
は
今
年

80
歳
に
な
っ
た

人
と
、
も
う
す

ぐ
な
る
人
達
で

す
が
、
80
歳
と

す
る
と
、
平
均

余
命
は
男
性
が

約
９
年
、
女
性

が
約
12
年
あ
り

ま
す
が
、
今
こ

こ
に
来
て
お
ら

れ
る
方
は
元
気

な
方
で
す
の
で
、

も
っ
と
長
生
き

で
き
る
は
ず
で

す
。
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
北

か
ら
参
加
の
杉
本
君
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
で
懇
親

会
を
開
始
。

　

80
歳
に
な
り
、
出
席
者
の
人
数
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
36
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
が
き
で
の
近
況
報
告
で
は
、
外
国
旅
行
に
行
く

か
ら
欠
席
す
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
元
気
な
人
が
い
る

一
方
、
病
気
療
養
中
の
人
と
か
、
配
偶
者
の
介
護
で

出
席
で
き
な
い
人
と
か
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
る
内
容

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
さ
す
が
に
酒
量
は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、

高
校
時
代
の
思
い
出
と
、
今
の
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
の
話
を
中
心
に
大
い
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
コ
ン
ペ
が
彦
根
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
あ
り
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
い
い
ス
コ

ア
が
（
年
相
応
の
）
出
た
と
思
い
ま
す
。

　

80
歳
の
節
目
で
こ
の
同
窓
会
も
こ
れ
で
最
後
に
な

る
か
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
回
幹
事
も
名
乗

り
出
て
い
た
だ
い
て
、
ま
た
2
年
後
に
健
康
に
十
分

気
を
付
け
て
、
元
気
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
、

最
後
に
琵
琶
湖
周
航
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
散
会

し
ま
し
た
。�

幹
事　

北
川　

浩
生

  「
寿
」三
づ
く
し 

傘
寿
の
同
窓
会

　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
日
（
日
）
に
北
ビ
ワ
コ
ホ

テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
で
、
第
十
回
卒
業
生
の
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
瀬
辺
先
生
、
上
松
先
生
の
恩
師
二

名
を
含
め
、
総
勢
五
十
六
名
と
い
う
意
外
に
も
多
数

が
参
加
、
八
十
歳
と
い
う
節
目
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し

い
同
窓
会
で
し
た
。
午
前
十
一
時
受
付
開
始
、
記
念

撮
影
後
、
二
階
ア
レ
ー
ナ
ー
会
場
集
合
。
七
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
、
十
二
時
十
五
分
会
長
挨
拶
、
黙
祷
、

三
十
六
名
級
友
の
あ
り
し
日
を
偲
び
謹
ん
で
冥
福
を

祈
る
。
続
い
て
校
歌
斉
唱
（
昭
和
三
十
三
年
三
月
卒

業
後
、
三
十
三
年
を
経
過
し
た
平
成
三
年
三
月
三
日

に
滋
賀
県
立
虎
姫
高
等
学
校
校
歌
音
源
マ
ス
タ
ー

テ
ー
プ
を
「
寿
」
三
づ
く
し
の
会
と
し
て
寄
贈
）
ス

ラ
イ
ド
投
影
の
字
幕
を
上
を
向
い
て
見
つ
め
、
気
持

ち
を
込
め
て
声
高
ら
か
に
会
場
に
ひ
び
き
渡
る
大
合

唱
、
大
変
立
派
で
し
た
。
山
口
忠
義
幹
事
の
名
司
会
・

進
行
の
も
と
終
始
な
ご
や
か
に
盛
況
で
、
特
に
思
い

出
は
中
尾
哲

子
幹
事
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン

つ
き
の
一
コ

マ
一
コ
マ
に
、

八
十
歳
と
い

う
時
を
超
え

て
の
感
動
、
学

生
時
代
に

帰
っ
て
目
を

輝
か
し
、
一
瞬

百
花
咲
き
乱

れ
る
様
子
で

し
た
。

　

私
達
は
、
昭

和
・
平
成
と
戦

後
の
復
興
そ

し
て
夢
と
希

日東第一だより
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望
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

一
生
懸
命
そ
の
使
命
を
は

た
す
べ
く
、
朝
星
夜
星
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
頑

張
っ
て
、
家
を
建
て
、
子

供
を
仕
込
み
、
い
つ
の
間

に
や
ら
傘
寿
の
歳
に
な
り
、

ま
さ
に
作
家
五
木
寛
之
先

生
の
〝
人
は
み
な
大
河
の

一
滴
〟
の
心
境
で
す
。
親

鸞
は
、
人
は
善
悪
に
関
係

な
く
す
べ
て
浄
土
に
迎
え

ら
れ
る
と
言
っ
た
。
し
か

し
そ
こ
は
終
点
で
は
な
く
、

浄
土
に
再
生
し
た
命
が
再

び
現
世
へ
戻
っ
て
く
る
始
発
駅
で
も
あ
る
と
考
え
た
。

彼
の
夢
見
た
〈
往
還
〉
と
い
う
生
命
の
往
復
運
動
の

物
語
を
、私
は
勝
手
に
〝
大
河
の
一
滴
〟
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
置
き
換
え
て
自
分
を
元
気
づ
け
て
い
る
。「
人
は

み
な
大
河
の
一
滴
」
急
ぐ
こ
と
は
な
い
の
だ
と
。
令

和
三
年
三
月
三
日
「
寿
」
三
づ
く
し
の
同
窓
会
に
、

ま
た
、
元
気
で
出
席
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
次
回

代
表
幹
事
・
横
田
勇
雄
氏
の
勇
気
あ
る
決
断
に
期
待

し
て
散
会
し
た
。�

　

幹
事
代
表　

石
原　
　

宰
　

  

第
17
回
１
組
同
窓
会

　

平
成
30
年
10
月
７
日　

魚
作
楼
に
て

　

昭
和
40
年
３
月

卒
業
、
第
17
回
１

組
の
ク
ラ
ス
会
に

平
成
最
後
の
30
年

10
月
７
日
、
母
校

近
隣
の
魚
作
楼
に

集
ま
り
ま
し
た
。

戦
後
21
年
４
月
か

ら
22
年
３
月
生
ま

れ
で
初
代
の
団
塊

世
代
72
歳
と
71
歳

で
す
。
進
学
御
三

家
の
一
つ
と
言
わ

れ
る
進
学
母
校
で

し
た
が
高
度
経
済

成
長
以
前
の
時
代

で
進
学
せ
ず
、
い

わ
ゆ
る
就
職
組
と
し
て
２
学
年
３
学
年
を
共
に
商
工

学
科
を
学
び
就
職
し
た
女
26
人
男
24
人
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
で
あ
り
ま
し
た
。
全
員
の
就
職
は
地
元
企
業
が

多
く
結
婚
後
も
長
浜
市
内
に
居
住
し
て
い
て
普
段
か

ら
情
報
交
換
ネ
ッ
ト
が
あ
り
、
集
ま
り
や
す
い
状
況

で
す
が
物
故
者
７
人
と
体
調
な
ど
で
参
加
で
き
な
い

人
が
多
く
、
男
11
人
女
10
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
運

動
会
、
旅
行
、
文
化
祭
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
ク
ラ
ス
会

な
ど
の
写
真
を
集
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
ス
ク
リ
ー

ン
に
写
し
半
世
紀
前
の
思
い
出
を
語
り
合
う
中
、
中

ノ
山
神
社
前
の
広
場
で
の
ク
ラ
ス
会
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
お
よ
び
神
木
前
の
集
合
写
真
は
高
校
生
当
時
の

印
象
が
深
く
「
よ
く
あ
そ
び
ま
し
た
」
で
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
還
暦
以
降
２
年
サ
イ
ク
ル
で
ク
ラ
ス

会
を
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
で
会
を
重
ね
て
い
ま
す

が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
参
加
人
数
が
減
る
年
齢
で
寂
し

さ
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
、

平
成
、
次
の
年
号
を
生
き
抜
い
た
人
生
を
語
り
合
う

ク
ラ
ス
会
は
遠
慮
無
く
話
せ
る
場
で
そ
の
雰
囲
気
は

安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
で
あ
り
母
校
の
縁
に
感
謝
を
覚

え
る
同
窓
会
で
し
た
。�

幹
事　

森　
　

淳
一

  

古
希
を
迎
え
て
の
２
０
１
８
年
同
窓
会

　

例
年
に
な
い
暑
さ
の
中
、
３
年
毎
に
行
わ
れ
て
い

る
同
窓
会
を
、
平
成
30
年
６
月
30
日
（
土
）、
長
浜
市

の
「
グ
ラ
ン
パ
レ
ー
京
岩
」
に
お
い
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
開
催
の
同
窓
会
は
、
前
日
夜
か
ら
未
明

に
か
け
て
の
台
風
11
号
に
よ
る
大
雨
で
、
近
畿
地
方

の
J
R
は
、
順
次
運
転
再
開
さ
れ
た
後
も
徐
行
運
転

が
続
く
な
ど
ダ
イ
ヤ
は
、
終
日
混
乱
し
ま
し
た
が
、

当
日
は
、
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
晴
天
の
な
か
で
、
昭
和

41
年
卒
業
生
3
1
1
名
中
51
名
が
集
ま
り
、
恩
師
の

松
島
正
隆
先
生
、
中
村
正
勝
先
生
を
囲
ん
で
、
思
い

出
ば
な
し
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
盃

を
交
わ
し
、
大
変
意
義
深
い
つ
ど
い
と
な
り
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
盛
況
の
内
に
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
初
予
定
時
刻
の
午
前
11
時
50
分
、
参
加
者
全
員

が
、
記
念
写
真
の
撮
影
を
速
や
か
に
終
え
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
迎
え
、
最
初
に
、
今
は
亡
き
故
人
と
な
ら

れ
た
恩
師
諸
先
生
、
同
窓
生
を
偲
ん
で
、
１
分
間
の

黙
祷
を
捧
げ
、
乾
杯
の
う
え
、
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
日
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
恩
師
諸
先

生
か
ら
、
先
生
の
お
人
柄
や
日
頃
の
行
い
の
数
々
を
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
わ
れ
わ

れ
の
知
ら
な
い
部
分
が
、
い
か
に
多
い
か
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、

当
時
の
在
籍
組

毎
の
９
テ
ー
ブ

ル
に
、
恩
師
諸

先
生
を
交
え

て
、
盃
を
か
わ

し
な
が
ら
、
な

つ
か
し
い
熱
く

燃
え
た
学
生
当

時
の
話
な
ど
を

思
い
う
か
べ
な

が
ら
話
が
は
ず

み
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で

き
、
あ
っ
と
言

う
ま
の
楽
し
い

３
時
間
で
し
た
。

　

最
後
に
、
参

加
者
全
員
が
、
大
き
な
輪
に
な
り
、
校
歌
を
斉
唱
し

な
が
ら
、
会
場
を
後
に
し
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

会
場
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
に
よ
り
、
２
次
会
会
場
の

「
浪
漫
ビ
ー
ル
」
に
会
場
を
移
し
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
更
に
、
親
交
を
深
め
、
次
回
の
再
会
を
楽
し
み

に
し
な
が
ら
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

虎
姫
高
校
を
昭
和
41
年
に
卒
業
し
て
か
ら
、
約
40

年
の
月
日
が
過
ぎ
、
元
気
に
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、

今
後
も
、
同
窓
生
仲
間
の
絆
を
大
切
に
、
健
康
に
留

意
し
な
が
ら
、
古
希
往
年
後
の
第
２
の
人
生
を
楽
し

み
た
い
と
決
意
も
新
た
に
感
じ
る
同
窓
会
で
し
た
。

　

最
後
に
、
母
校
が
、
益
々
、
発
展
し
、
恩
師
諸
先
生
、

同
窓
生
の
皆
様
の
融
和
が
、
さ
ら
に
、
深
ま
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
一
文
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

虎
姫
高
等
学
校
第
18
回
卒
業
生　

速
水　

敏
行

  

虎
姫
高
校
39
回
生
同
窓
会

　

異
常
と
も
い
え
る
暑
さ
の
日
が
続
く
中
、
平
成
30

年
８
月
12
日
に
グ
ラ
ン
パ
レ
京
岩
で
39
回
生
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
私
た
ち
39
回
生
は
、
節
目
の
歳

（
50
）
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
葉
書
や
メ
ー

ル
、
39
回
生
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
L
I
N
E
を

通
じ
て
同
窓
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ

の
L
I
N
E
で
は
、
1
0
0
人
を
超
え
る
大
き
な
グ

ル
ー
プ
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、

恩
師
の
小
川
潤
先
生
と
吉
田
忠
泰
先
生
を
お
迎
え
し

て
、
74
名
が
４
年
ぶ
り
に
再
会
し
ま
し
た
。
小
川
先

生
の
挨
拶
の
中
で
、
私
た
ち
の
学
年
は
45
人
の
８
ク

ラ
ス
で
3
6
0
人
と
い
う
大
所
帯
で
し
た
が
、
入
学

か
ら
卒
業
ま
で
誰
ひ
と
り
と
し
て
欠
け
る
こ
と
が
な

か
っ
た
学
年
で
あ
っ
た
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
32
年
経
ち
、
改
め
て
同
窓
生
の
仲
の

良
さ
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
高
校
時
代
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

な
が
ら
、
会
は
進
み
ま
し
た
。
会
の
中
で
は
、
参
加

者
の
近
況
報
告
を
し
た
り
、
事
前
に
幹
事
会
メ
ン
バ
ー

が
虎
姫
高
校
を
訪
問
し
て
録
画
し
た
ビ
デ
オ
を
流
し

た
り
し
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
２
次
会
に
は
、
１
次
会
参
加
者
の
半
数
以

上
が
参
加
し
て
、
さ
ら
に
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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。
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『虎姫高校は国際バカロレア（IB）
ワールドスクールに認定されました』

　虎姫高校は、西日本の公立高校では初となるIBワールドスクールに認定されました。創立100周年を迎える
2020年度に日本語DP（ディプロマプログラム）を開始します。学校一丸となって準備を進めています。

 世界が認めるプログラム
　国際バカロレア（以下IB）[本部ジュネーブ]は、多文化に対する理解と尊敬を通じて、平和でより良い世界に貢献で
きる若者を育成する目的で、国際水準の教育プログラムを提供しています。
　ディプロマプログラム（DP）は、16歳〜19歳までを対象としたより高度で専門的・探究的な学習プログラムです。
　現在、私たちが生きる社会は、少子高齢化、経済格差、地方の過疎、地球温暖化など複雑で、「正解」が１つでない
問題を数多く抱えています。このような問題に対して、今までの「先生が知識や正解を教える」教育だけでは解決で
きないことがたくさんあると考え、本校の教師たちは授業改善に取り組んできました。そんな時、IBのディプロマプ
ログラム（以下DP）と出会い、取り組む価値のある魅力的なプログラムのひとつだと感じました。
　その後、DPについて５年間研究を重ね、27名の職員がIBの主催する研修を受けました。そしてようやく、2020年
３月にIBワールドスクールとして認定を受けることができました。

「 IB 10 の学習者像 」… DP で目指す生徒の姿
考える人、知識のある人、探究する人、コミュニケーションができる人、挑戦する人
思いやりのある人、信念をもつ人、心を開く人、バランスのとれた人、振り返りができる人
　

 デュアル・ランゲージー日本語と英語でー
　本校のDPは、デュアル・ランゲージです。“Dual” は「2つの」、“language” は「言語」です。つまり、日本語と英
語でDPを実施することを表しています。DP生は、「英語」と「環境システムと社会（以下ESS）」を英語で学びます。
日本語と英語の運用能力をバランスよく高めることにより、国際社会で活躍するスキルを身につけることができるの
です。

Environmental Systems and Society「環境システムと社会」とは？
　国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」は、私たち地球市民にとって、
気候変動や海洋汚染などの対策が21世紀の最優先課題だと気づかせてくれます。
　また、私たちが住む滋賀県は琵琶湖を有し、山々に囲まれた自然豊かな生態系にあ
り、身近に水や自然などの環境問題が存在します。
　ESSは、このような地域特有の問題を含めた環境問題について、グローバルな視点
から、その成り立ちと人間活動への影響について英語で学び、
自分たちができることについて探究し思考を深め、
英語で発信する力をつける学習です。

 IBディプロマ資格と進路
　約２年間DPを学習したのち、ディプロマ最終試験（高校３年11月）で45点満点中24点以上のスコア（得点）を獲得
することで国際的に認められている大学入学資格であるIBディプロマ資格を取得することができます。ディプロマ最終
試験は、各６科目７点と「コア」３点満点の45点満点で、最終試験と提出課題を合わせて、正規評価がつきます。
　海外の大学では、世界中の大学においてIBディプロマ資格が入学資格として幅広く受け入れられ、また、入学者選抜
にあたっては、DPの成績が広く活用されています。
　国内の大学でも、近年、DPのスコアなどを活用した入学者選抜を積極的に導入または拡大する動きが広がっています。
現在のところ、24の国公立大学、40の私立大学でIBディプロマ資格を用いて出願することができます。国内外どちらの
場合も、大学や学部によっては、出願条件がある場合があります。

「環境システムと社会」の模擬授業で、
CO₂の循環を図式化する生徒たち

（イラスト作  江菅 香  本校生徒）
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◉ 第71回生（平成31年3月卒）進学希望者数に対する合格率・進学率 
人数 合格率・進学率

進学希望者数　　A 232
合格者数　　　　B 214 合格率　　　　　B/A 92%
進学者数　　　　C 210 進学率　　　　　C/A 91%
国公立大合格数　D 93 国公立大合格率　D/A 40%

種　　別 平成29年3月卒 平成30年3月卒 平成31年3月卒
卒業者数 234 233 232

大学
国公立大学 76 93 93
私 立 大 学 442 464 563

計 518 557 656

短大
公 立 短 大 0 0 2
私 立 短 大 5 0 0

専修学校等 9 12 14
就職 公 務 員 等 0 1 0

◉ 現役合格延人数
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◉ 大学合格状況

大学名 平成29.3卒 平成30.3卒 平成31.3卒
中 央 大 1 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 （ 0 ）
明 治 大 3 （ 1 ） 0 （ 0 ） 3 （ 0 ）
早 稲 田 大 4 （ 1 ） 1 （ 0 ） 5 （ 0 ）
南 山 大 1 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 （ 0 ）
名 城 大 3 （ 0 ） 3 （ 0 ） 2 （ 0 ）
京 都 産 大 21（ 0 ） 11 （ 0 ） 12（ 1 ）

大学名 平成29.3卒 平成30.3卒 平成31.3卒
京都女子大 17 （ 0 ） 20 （ 1 ） 17 （ 0 ）
京都薬科大 1 （ 1 ） 2 （ 1 ） 2 （ 0 ） 
同 志 社 大 8 （ 2 ） 10 （ 5 ） 8 （ 0 ）
立 命 館 大 72（11） 73 （ 8 ） 67 （ 7 ）
龍 谷 大 61 （ 2 ） 94（14） 80 （ 4 ）
関 西 大 14 （ 5 ） 8 （ 2 ） 7（ 1 ）

大学名 平成29.3卒 平成30.3卒 平成31.3卒
近 畿 大 19 （ 5 ） 35 （ 6 ） 17 （ 5 ）
関西学院大 6 （ 0 ） 5 （ 1 ） 11 （ 0 ）
私 立 大 計 487（45） 524（60） 592（30）
私立大医学科 1 （ 1 ） 0 （ 0 ） 0 （ 0 ）
※ 紙面の都合上、全ての大学は掲載していません。

【私立大学】　合格延人数　　（　）内は過年度卒

【国公立大学】合格延人数　　（　）内は過年度卒

大学名 平成29.3卒 平成30.3卒 平成31.3卒
北 海 道 大 0 （0） 2 （1） 1 （0）
お茶の水女子大 1 （0） 0 （0） 0 （0）
東 京 大 0 （0） 0 （0） 1 （0）
横浜国立大 0 （0） 1 （0） 0 （0）
富 山 大 0 （0） 4 （0） 0 （0）
金 沢 大 6 （1） 13 （0） 6 （1）
福 井 大 4 （1） 6 （3） 4 （1）
信 州 大 0 （0） 3 （1） 1 （1）
岐 阜 大 3 （0） 3 （1） 1 （0）
静 岡 大 5 （0） 3 （1） 4 （0）
名 古 屋 大 2 （1） 2 （1） 2 （0）
名古屋工大 1 （0） 0 （0） 2 （0）
三 重 大 3 （0） 1 （0） 1 （0）
滋 賀 大 8 （0） 9 （1） 8 （0）
滋 賀 医 大 1 （0） 2 （0） 0 （0）
京 都 大 1 （1） 1 （0） 0 （0）

大学名 平成29.3卒 平成30.3卒 平成31.3卒
京都教育大 1 （1） 1 （0） 2 （0）
京都工芸繊維大 1 （0） 3 （0） 0 （0）
大 阪 大 0 （0） 1 （0） 0 （0）
大阪教育大 0 （0） 1 （0） 0 （0）
奈良女子大 2 （0） 0 （0） 0 （0）
神 戸 大 2 （2） 3 （1） 6 （0）
鳥 取 大 3 （0） 1 （0） 1 （0）
島 根 大 0 （0） 1 （0） 2 （0）
岡 山 大 0 （0） 3 （0） 3 （0）
広 島 大 5 （1） 3 （0） 3 （0）
山 口 大 5 （0） 0 （0） 2 （0）
徳 島 大 0 （0） 2 （1） 0 （0）
高 知 大 0 （0） 2 （0） 1 （0）
長 崎 大 0 （0） 1 （0） 0 （0）
国立大学計 62 （9） 73 （12） 56 （5）

大学名 平成29.3卒 平成30.3卒 平成31.3卒
福井県立大 1 （0） 0 （0） 2 （0）
名古屋市立大 0 （0） 1 （0） 0 （0）
滋賀県立大 12 （0） 17 （0） 12 （0）
大阪府立大 2 （0） 0 （0） 3  （0）
兵庫県立大 0 （0） 3 （1） 3 （0）
公 立 大 計 25 （2） 35 （3） 48 （6） 
国公立大計 87 （11）108 （15）104 （11）

再掲　国公立医療系
医 学 科 2 （1） 0 （0） 0 （0）
薬 学 科 0 （0） 3 （0） 0 （0）
獣 医 学 系 0 （0） 1 （0） 0 （0）
看 護 系 6 （1） 7 （0） 9 （0）
医療技術系 2 （1） 1 （0） 2 （0）
※ 紙面の都合上、全ての大学は掲載していません。
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同窓会だより

『日東第一だより』 の
原稿募集 について

　多くの学年で、旧交を温めあうべく同窓会を
開催されていることと思います。その様子を本
紙の『日東第一だより』にてご紹介ください。
ご紹介いただける場合は、姉水会事務局まで原
稿（できれば写真１～２枚も）をお寄せくださ
い。よろしくお願いいたします。

※毎年５月上旬が原稿締切になっています。

※姉水会事務局
TEL  0749−73−3055（虎姫高校）
FAX  0749−73−2967（虎姫高校）

e-mail ： torahime-h.sisui＠pref-shiga.ed.jp

　多くの会員の方からお振り込みいただき誠に
ありがとうございました。
　平成30年度運営協力金は、主に会報「姉水」
発行経費に充てさせていただきました。
　今年度も、皆様方のご協力をよろしくお願い
いたします。

運営協力金

1,298,203 円

（ 

上
位
成
績
の
み 

）

平成30年度姉水会決算報告（案）

［
1
］　

一
般
会
計

収
入
の
部

項　　目 金　　額 備　　考
前年度繰越金 2,133,231 （定期：1,404,839円、普通：728,392円）
入会金 928,000 4,000円×232名
同窓会名簿売上 415,000 500円×830冊
運営協力金 1,298,203 ゆうちょ、コンビニ振り込み分
特別会計より繰入 500,000 運営資金不足のため
雑収入 21,126 利息（定期119円・普通7円）、祝儀、総会残金等

合　　　計 5,295,560

支
出
の
部

項　　目 金　　額 備　　考
通信費 17,835 郵送料等
旅　費 81,940 東京姉水会旅費
謝金･謝礼 25,708 10年勤続表彰謝金・謝礼
慶弔費 51,924 総会祝儀等
姉水会館損害保険 42,300 損害保険料
会報「姉水」発行経費 1,923,260 株式会社「サラト」に委託
姉水会館施設設備費 18,135 ガス代
姉水会館害虫駆除 2,700 ダニ調査

「特別会計」へ繰入 696,000 高70回生入会金より（3,000円×232人）
合　　　計 2,859,802

次年度繰越金 2,435,758 （定期：1,404,958円、普通：1,030,800円）

［
2
］　

特
別
会
計

収
入
の
部

項　　目 金　　額 備　　考
前年度繰越金 3,966,442 （定期：2,136,311円、普通：1,829,509円　622円）
一般会計より繰入 696,000 高71回生入会金より（3,000円×232人）
PTAより返済 5,608,000 H25年度に空調設備資金として貸出（13カ年返済）
雑収入 145 利息（定期127円・普通18円）

合　　　計 10,270,587

支
出
の
部

項　　目 金　　額 備　　考
一般会計へ繰入 500,000 運営資金不足のため
ドローン撮影費用 21,600 ドローン撮影費用
100周年事業へ繰り入れ 50,000 郵送費として

合　　　計 571,600

次年度繰越金 9,698,987 （定期：2,136,438円、普通：7,561,927円　622円）

自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日
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全
国
高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

・
科
学
探
究
部

滋
賀
県
科
学
教
育
研
究
会
会
長
賞

　
（
全
国
総
文
祭
出
場
）

■
令
和
元
年
度　

春
季
大
会
結
果　

・
剣
道

女
子
団
体　

ベ
ス
ト
4

女
子
個
人　

山
岸
真
緒　

ベ
ス
ト
16

・
水
泳

自
由
形

200
Ｍ　

中
村
梨
花

　

第
5
位
（
近
畿
大
会
出
場
）

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

男
子
団
体　

第
2
位

男
子
個
人　

中
嶋
駿
介　

第
7
位

女
子
団
体　

第
3
位

女
子
個
人　

西
部
花　
（
近
畿
大
会
出
場
）

・
卓
球

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

竹
中
快
斗
・
畑
澤
一
稀
組　

　

ベ
ス
ト
16
（
近
畿
大
会
出
場
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

田
中
琴
美　
　

　

ベ
ス
ト
16
（
近
畿
大
会
出
場
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

個
人　

宮
村
萌
・
宮
坂
理
子
ペ
ア　

　

ベ
ス
ト
16
（
近
畿
大
会
出
場
）

新
道
桃
子
・
森
下
優
ペ
ア

　

ベ
ス
ト
16
（
近
畿
大
会
出
場
）

・
陸
上

男
子

100
Ｍ　
　

廣
畑
敬
太

　

3
位
（
近
畿
大
会
出
場
）

女
子
走
高
跳　

野
世
渓
彩
花

　

5
位
（
近
畿
大
会
出
場
）


